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ま え が き

株式会社 三麻コンサルタンツは､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助

金を得て､平成7年11月25日-12月15日までの21日間にわたって､タイ王国及びカンボ

ディア王国において､農村総合開発計画等のプロジェクトファインデイング調査を行

なった｡

プロジェクトファインデイング調査を実施した案件は以下の通りである｡

タイ王国

1)北部タイ土地資源評価及び農地開発拠点事業計画`

2)農地改革支援データベース整備計画

3)タイ湾西部地域農地改革促進農村総合開発計画調査

カンボディア王国

1)バイコ地域農業稔合開発計画

タイ王国では第7次国家経済社会開発計画(1992年-1996年)において､所得の増大と経

済社会の変化に応じた生活の質の向上を強調しており､農業開発及び農村地域の開発

は､この政策において最重要課題の一つとして位置づけられている｡

また､近年の急速な経済成長は､都市と地方との所得格差､農業規模等による農民間

の所得格差という構造的な不均衡を増大させており､その格差是正のための農業開発の

促進は急務である｡

北部タイのランバン及びランプ-県においては､急速に進む工業化に伴う農地の転用

と､焼畑農業､不法伐採による森林面積の著しい現象が指摘されており､国土保全の観

点からも将来の農業振興をにらんだ土地利用再編計画の策定が必須である｡

西部タイ, 4州は､バンコクにも近く､又,将来の経済的交流が期待されるミャンマー

に隣接しており､開発の可能性が高い地域である｡

また､厳密な農地改革の運営管理のために､土地･個人資料の整理と､地形上での把握

という作業を機能的に応用できるデータベースを開発することも緊急課温として浮上し

ている｡

一方､カンボディア王国では,現在第2次復興5カ年計画に基づいて復興と開発が進め

られており､国家経済を1968-69年の水準に回復することを緊急政策としている｡農業

セクターにおけるGDPはUS$870mi11ion(1991)と国家GDPの44%､農業就業人工は263



万人と仝就業人工413万人の64%と高い割合を占めており,農業の復興と開発は特に国家

の最重要政策となっている｡

本調査対象地域のパイコ地域は､メコン川流域に入らないため､かんがい用水源の確

保が大きな問題である｡さらに長期にわたる内戦のため､インフラが全く整備されてお

らず､農業及び農村をとりまく環境は厳しい｡

このため､インフラ､かんがい設備を中心とする農村生活環境の改善は急務である｡

このような状況下で上記の農業開発､農村地域開発を実現するために､両国からの日

本の技衝協力並びに経済協力に対して期待するものは大きく､本報告善が日本とタイ王

国､カンボディア王国との技術､経済協力の一助となれば幸いである0

平成8年2月

株式会社 三苑コンサルタ ンツ

取 締 役 社 長 渡 辺 滋 勝
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位置図



タイ国行政界位置図

ラオス

北部タイの県名

① チェンマイ

②tチェンラーイ

③ ナ-ン

④ プレー

⑤ メ-ホーンソーン

⑥ ランバーン

ランプーン

⑧ バヤオ

カンボジア

中部タイ

T:ニー'や叩嶺

タイ湾

△一△ 地域事務所番号

①-⑧ 県の名称及び番号

A ･ .. 国 境

---･ 地域界(北､東北､中,南部)

県 境

★ DLD地域事務所位置

マレ
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1.調査の背景

最近におけるタイ国の土地利用状況に閲し,農地面積の減少傾向が指摘されている,特に,

森林面積の著しい減少が目立っている｡一般農地の減少は､急速な工業化及び社会インフラ

整備に伴う農地転用が大きな要因として上げられるo

一方､森林面積の減少は､焼畑農業による森林破凄と不法伐採による乱伐が最も大きな要

因とされているo このような現象は､主に標高500m以上の高位部に多く発生しているとい

われている｡

上記のような森林破壊の推移を具体的に数丑的に表示すると､ 1961年における森林率は

全国土面積の6S.5%となっていたが, 1993年には44.4%に減少している(国家統計資料

Ig94)
｡タイ国改府は､このような現象に対する施策として､森林伐採の全面的な禁止の措

置に踏み切ったが､完全な履行は困難な状況下にある.

このことは､森林資源の減少のみならず土壌の流亡の増大を招き､山間地帯の農地の肥沃

度を急速に低下させている｡更に､小河川から主要河川-の土砂の移動現象は,既設ダム群

の貯水量の減少を招き,それらの機能低下を招く恐れも予想される｡

従って､森林資源を確保する一方､既存の土地資源を評価し,国土保全の観点から将来の

農業振興をにらんだ土地利用再編計画の策定が急務となっている｡

2.調査対象地域の概況

(1)自然状況

(a)土地状況

今回調査に於ける調査対象地域は,北部タイに屈するランバン県及びランプーン県の2

県にまたがり､北はラオス､酉はビルマの両国に比較的近い所に位置している(行政界位

置図参照) o Department of Land Deyelopnent (以下｢DLD｣という)は土地の標高区分

を土地利用の視点からHighland,Upland及びLoylaDdの3種類に分類している｡即ち､

Highland;標高 500m以上 (2県での面積; 68l,600ha)

Upland ;標高 500m-300m

Loyland ;標高 300m以下

(2県での面積; i,022,400ha)

収集資料から両県の標高別土地区分をみると､全面積の約40%がHighlandに､残リ

60%がUpland及びLoyland に位置している. (但し､ Upland とl,oyland の区分は資

料不足のため表示が困難である｡ )

一方,別ghlaLdの土地利用状況についてみると､両県共にほぼ100%が森林によって

占められているo このことは,両県の森林面積1,259,000haの約54% (682,ODDha)が

Highlandに位置しており,残リ 577,000haが標高500m以下に分布していることとなる｡

両県の農用地面軌ま全面額(1,704,000ha)の節19.3%(329,000ha)に相当し､水田面積

は約167,000h3と算定されており,全農用地面積の約50%に相当している｡特に,ラン

バン県の場合､農用地面積の中にShilting Cqltiyation Area (移動耕作地)の項目があ

り､この面葎が約72,000haと見積もられている｡この地目は､前にも述べた焼畑対象面

積と】星解される｡
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(b)気象状況

北部タイは､タイ全土からみて比較的降雨丑の少ない所で､年間降雨量は概ね1,000皿

前後となっている｡ここ数年(1989-1994)の降雨記象によれば､ランバン県の平均年間

降雨量は約1,100皿と算定され､ 5月から10月までの雨期に約93%の降雨が集中してい

る｡従って､乾期においてはほとんど降雨がないといっでも過言ではない｡一方,気温は

乾期の終りから雨期の始まる4月-5月において 30℃前後となり最も暑い｡又､雨期の

終りの10月頃から除々に気温は低下し､ 12月において最低となる｡この場合でも 20℃前

後となり､ 2月頃から除々に上昇してゆく｡

(c)河川状況

両県は共にチャオピア川の流域の上流部に位置しており､ランプーン県はピン川の左岸

に位置し､県内の中小河川はピン川に流入している｡一方,ランバン県のほぼ中央を北南

にWang川が読下している. Wang川の河口はランバン市の南約150km下流でビン川に合流し

ている. Yang川は､その延長約250kn,流域面積約10,800kd､年間流出量112MCHと算定

されているQ 本流域内には大小10ケ所の貯水池が完成しており､中でも Kiu Lo皿Damは

Wazlg州の本)"に築造され､ Nae Chang 及びMae NokダムはWa皿g川の左岸に位置している

中規模ダムである｡

(2)社会･轟済状況

(a)人口

タイ全土における人口は､約 58,580千人(1993)と想定されており､一方､ランバン

県及びランプーン県は約 761千人及び428千人と推計される｡両県における人口の男女比

率はほぼ 50% : 50%に区分され,都市部と農林部における人口比率は圧倒的に農村部に

おける居住人口が多く､その比率は概ね80% :20%の割合を示している.タイ全般に於

ける人口増加率は､ 1984年から除々に増加率は低下し､ 1993年時点では1.42%と算定さ

れている｡このことは都市部のみならずルーラル地域においても類似した傾向にあるもの

と考えられる｡

(b)農業生産

本地域の農業生産の中心をなすものは水稲であることは､土地利用面積からも理解出来

る｡両県の米の二期作における生産主について1990年から1993年の推移を示す表を下記

に整理した｡

雨 期 作

県名
ランバン県 ランプーン県 単位

年次 EEEg EEE] EEEE] lⅢ】 EEE] EEE] EEEE] EEEEl

全収穫量 lTO,191 154,736 158,664 152,104 l13,T35 98.840 94,434 63,T24 ton

単位収量 3.1 2.9 3.0 2.4 3.0 3.1 3.I 2.4 ton/ha

面積 54,900 53,400 53,000 63.400 37,900 32,000 30,500 26,500 ha
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乾 期 作

県名
ランバン県 ランプーン県 単位

年次 EEEヨ EEE] EEEE] EEEEl 199tl EEE] EEEZ] lⅢ】

全収穫量 2,532 3,055 2,229 1,545 1A,128 6,865 6,852 3,625 ton

単位収量 2.8 2.9 2.7 2.8 4.9 4.2 4.4 4.5 ton/ha

面積 904 1,053 EE] EE] 2.,900 i,600 I,600 800 ha

この表から両県における米作に関する基盤整備はランプーン県の方がランバン県よりも

やや進んでいることが理解できる｡

とりわけ､ランバン県における潅淑施設の整備状況は非常に立ちおくれているといえるo

その他の主なる農作物及び生産丑は下記のように示される｡

農作物 Maize Cassava
リl;lL.l

StJgarCane Pineapple
摘要

県名 (メイヅ) (キ†ツサ′:) (マグトン) (シュガーケ-ン)(パインアブ-〟)

ランバン県

l1,916 9,278 EEE] 248,567 52,124 総量(ton)

2.9 17.6 0.7 18.6 27,400 単収(ton/ha)

ランプーン県

2,010 EEl 1,196 総丑(ton)

1.9 0.T 13.5 単収(ton/ba)

Note ;但し､総生産丑及び単位収丑は1993について示されたものである｡

(c)営農状況

本地域における中心的な位置づけとなる農業に関する営農状況は､米作を中心として確

立されていることはいうまでもない｡その他の作物については果樹園芸が比較的盛んでパ

イナップルを始め各種の果樹加エが行われている｡

前述の表にも示されるように両県における乾期作の作付率は極めて低く､両期作の10

%にも達していない状況となっている｡特にランバン県の Wang川の上流部に Kiu Lam

Damが建設されているが十分な水利用がなされていないと考えられる｡

更に両県の比較的高位部には､ SSIP (小規模潅概プロジェクト)によって実施された溜

池が点在しているが､受益地と溜池を結ぶ幹･支線水路､圃場における末端施設が完備し

ていないことから潅j奴面積の延びが見られないo

高位部の焼畑地帯においては､耕作地の移動の防止策としてキャベツの栽培を指導して

いる｡とりわけ高冷地野菜の代表作としてのキャベツは年2-3作のローテーションを実

施し､農家収入の増大を図ることとしている.チェンマイの高冷地野菜栽培地区において

は渓流取水を利用した低圧スプリンクラーの使用も徐々に増加している｡

(d)麓済状況

農業を中心とした当該地域の農民の収入動向は､下記のように位置づけられている｡即

ち,ランバン県における農家収入は 5,106B/午(1993)､ランプーン県では8,867B/午

(1993)と算定されている.この収入金額と他の県と比較した結果､ランバン県は北部タ

イ(6県)の中で最下位,ランプーン県は第5位に位置づけられている｡ (下表参照)
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項目

県名
年収/1戸当リ 順位

チェンマイ 20,006B 1位

パヤオ 12,413B 2位

チエンライ 9,711B 3位

メイホンソン 9,410Z! 4位

ランプーン 8,867Z! 5位

ランバン 5,106B 6位

一方､タイ全土の中での順位は､ランバン県は下位から12番目､ランプーン県は18位

にランク付けされていることから､貧困層に含まれることは明らかである｡

別途算定されたタイ国の貧困ラインは､下記のように示されている｡

ルーラル地区

1986 3,823

1988 4,141

1990 1,569

都 市 部 単 位

5,834 B/1人/午

6,324

7,148

この表示からみても両県の貧困度合はきびしいものがあり､都市部との格差是正はもち

ろんのこと､ルーラル地域全体の生活向上のための施策が必要である｡

3.地域の農地開発基本構想

(1)短期･長期計画

(a)短期計画

DLDの開発に関する基本方針に基づき北部タイにおける最も貧困度の高い､かつ開発の

遅れた県を中心とした地域を選定し､土地評価に必要な基本調査を実施する｡即ち､土壌

調査､植生調査､地形調査､土地利用状況調査等の調査結果をもとに土地利用計画を策定

する｡更に､対象地域からモデル地区を定め､計画策定に伴う事業計画を立案する｡

(也)長期計画

短期計画で策定した調査手法､事業計画を逐次改良拡大して広域的な規模及び視野に立

脚した長期開発計画を策定する｡

(2)短期事業計画

対象地域に関するマスタープランの中から選定されたモデル地区の農業振興に必要な小

規模潅概施設(含む水源施設)
､農道､土壌浸蝕防止､及び小流域保全に必要な施設の

事業化を図る｡

(3)長期事業計画

短期事業実施の経過実旗を勘案しながら,対象地域-の最適な事業計画を策定し,実施

のための長期計画を構築する｡
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4.マスタープラン調査計画

(1)調査の目的

本調査の目的はラン′1ン県及びランプーン県の全域にわたる開発の手法､開発のための

基準の設定､及び今後F/S調査(パイロット地区)地区の設定をすることにある｡

(2)調査計画の概要

マスタープランにおける調査概要は､以下の項目について実施する｡

本調査においては,まず調査対象地域の現況を正確に理解するために以下に示すような

基礎資料､情報の収集･整理･解析を実施する｡

一 地形図､地質図､土壌図,及び土地利用に関する資料･情報の収集

一

調査対象地域及び実際に開発計画が実施された所の土地利用,作付体系､営農等

に関する資料の収集

一

現況の潅淑排水及び道路状況を示す資料の収集･解析

一 社全姿本状況の調査･資料の収集く水道､電気､教育､交通､通信､衛生等)

一

人口､家族構成､雇用状況､市場状況等を含む農村社会状況に関する資料

一

地域内の農民組織･社会制度､機関等に関する資料･情報

-

その他資料

以上の基礎資料･情報等に基づく現地踏査を実施し,資料･情報等の中身の確琴を行う｡

- プロジェクトの実施に伴う組織の強化策の検討

-

パイロットプロジェクトの位置､面積の確定とともにF/S調査に必要な基礎資料

の収集､整理

(3)マスタープラン調査工程

基礎資料の収集､解析､評価から開発手法の策定,事業内容の設定,評価､ F/S地区の

選定までの一連の作業に必要な期間は概ね1年とする｡

(4)調査要点計画

本マスタープランの調査､計画策定に必要な要員(職種)は以下のように考えられる｡

･チームリーダー/開発計画 l.0人

･水源計画(含む気象･水文)

･土壌分析･評価

･潅蔽･排水

･農業(農産加工も含む)

･水産(内水面漁業)

･畜産

･林業(植林計画)

･農業経済

･事業手相羊

･環境評価
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5.マスタープランの調査方法

(1)先端機器類の活用

調査対象地域に関する基礎資料の収集には相当な時間と労力を必要とし､かつ資料の精

度等について十分な注意を払う必要がある｡特に,対象地域の地形､土壌､土地利用等に

関する資料･情報については,航空写真､衛生画像等の利用を図る意味から先端機器の力

を十分に活用することを提案する｡

(2)インベントリー調査

対象地域の人口,家族構成､土地利用､営農形態､農業基盤施設等については事例にイ

ンベントリー調査を実施し､主要な解析事項について十分把握しておく必要がある｡

(3)土地利用の評価

マスタープラン作成の中で最も根幹をなす事項の一つに位置するもので､ここで示され

る指針がプロジェクトの優劣を決定づけるといっても過言ではない｡評価作業に必要な調

査事項,方法について以下にその概要を示す｡

(a)土地の区分

タイ国における農地の転用､売買は､私権の尊重の立場から日本の暴合に比較して､非

常に容易で､農民の自由意志にまかされていることから､簡単に転売されている事例が多

い｡従って､現況及び将来における土地所有状況の変貌を念頭においた以下のような土地

区分が必要と考えられる｡

･土地所有区分(国有地､私有地､共同体等)

･地質,土壌等に基づく物理･化学的特徴に基づく区分

･植生に基づく区分

･土地の傾斜度による区分

･土壌流亡状況による浸蝕区分

(b)土地利用計画

土地区分に従い､対象地域を農用地､非農用地に大別し､農用地については水田､畑地､

樹園地,草地等利用目的別に利用計画を策定する｡また非農用地については林地､公共用

地､自然保護地､砂防指定地､水源滴養地等の利用目的別に土地利用計画を立案する｡

(4)パイロット事業地区の選定

調査対象地区の土地利用計画に基づき､具体的な事業計画を策定するためにパイロット

事業地区を選定する必要がある｡パイロット地区は対象地域を代表するモデル的性質を具

備した地区であることが必要であり､土地利用計画において示された諸々の必要案件を具

備した地区を注意深く選定しなければならない｡

従って､選定ヶ所が1ケ所で不十分な場合は適宜選定ヶ所を増加し､事業計画策定に支

障をきたさないように配慮しなければならないo

(5)調査業務■における留意事項

調査業務を円滑に実施するために必要な留意事項を以下に示す｡

｢ 作業の効率化及び団員の作業分担の明確化を図り､各団員の行動予定及び調査業
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務計画を策定し､相手側関係機関との調整を図る｡

一 資料収集に関してはカウンターパートとの協力を得て､資料の所在､その内容､

入手方法等を十分確認し､収集の効果を図る.

一

調査対象区域の抱えている問題点を整理し,蛋地において十分な確認作業を行うo

一

対象地域に関する他国､又はタイ国内の他省庁が実施している開発プロジェクト

又は計画中の開発プロジェクトの有無を確認するとともに本プロジェクトとの関連

を十分に明らかにするとともに両者の整合性を図る｡

-

経済効果算定については直接効果のみならず間接効果についても検討するととも

にその定量化を図るべく工夫すること｡

(6)事業計画策定上の留意点

本調査において提案する事業計画と他省庁の実施中又は計画途上にある事業計画との妥

当性､整合性を図ること｡更に､ DLDが実施した事業内容を十分検討するとともに予算の

仕組み､規模､人員配置､技術能力等を考慮した計画内容とする｡

6.添付資料

(1)調査団旦

㈱三繭コンサルタンツ 技術第5部 竹内 清二

〃 岩本 郁三

東京支社技術部 長野 浩-

(2)調査日程

月日 竹内清二 岩本郁三 長野洛-

No▼.25(土) 名古屋ーBKK 名古屋ーBKK 東京ーBKK

26(日) チーム作業調整 同左 同左

27(月) A二M8:00久野打合せ

AM9:00DLD表敬､
打合せ(大梧)

PM14:00ALRO表敬､

同左

PM,DLDカウンター

同左

PM14:00ALRO表敬､
打合せ(長井) パート打合せ 打合せ(長井)

28(火) 現地調査-1(ALRO) 境地調査-2(OLD) (チェンマイへ)同左

29(水) 現地調査-1(ALRO) 現地調査-2(DLD 同左

30(木) 現地調査-1(ALRO) 現地調査-2(DLD (BKEへ)同左
Dee.1(金) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成

ALRO打合せ(調査-3)

DLD打合せ ALRO資料作成

ALRO打合せ(調査-3)

2(土) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成
同左 同左

3(日) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成

同左 同左

4(月) ALRO打合せ DⅠ.D打合せ ALRO打合せ

5(火) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成

同左 同左

6(水) AMDLDへ報告､
提出

PMALROへ報告､
提出

同左 同左

同左 同左

7(木) BKEープノンペン BKE-+名古屋 BKKー東京



(3)面会者リスト

1. Mr. Panumat Atthakor

2. Mr. Sutha皿Paladsongkram

3. Mr. ChunpoI Lilitthan

4.比r. Veerachai Kanchanalai

5. H･s.. 8hatra Chindanon

6. Mr. Chaiyasit ALleCksa皿phant

7. Mr. Takpong Harnpitakyart

8. J4r. Kosho Daigo

9. Mr. Sawasdee 8oonchee

10. Mr. Thon-On Siriphaiboon

ll. Mr. Visith Yaibua

12. Mr. Pheera Manatat

13. Mr. Theera Boonsiri

14. Hr. Jermsak Klanrungsaeng

15. Hr. Phaiboon Z4aharaksit

16. Hr. Tha爪rOng Z4aseekaew

17. Mr. Prawat Oon-Praderm

18. Z4r. PatuJn Srisod

19. Mr. Kannida SukhanthaLmala

20. Hr. Chanon Sonthinen

DLD面会者リスト

Deputy Director General, OLD

OLD, Head Quarter

DLD, Head Quarter

DLD, ttead Quarter

OLD, Head Quarter

DLD, Zlead Quarter

.DLD,
Head Quarter

JICA Expert′ Plannin Division, OLD

Land Development:, Region Office (RO) 6

Chief. Lampang Land Development

Station, RO 6

Staff, LaJnPang Land Development

Station. RO 6

Deputy Governor. La皿Pang Province

Chief, Chiang Hal Land Development

Station. RO 6

Unit chief. Chiang Hal Land Development

RO 6

Staff, Engineering Division, OLD Head

¢uarter

Project Coordinator

Unit Chief, Chaing Mai Land Development

Station

Head, District Office, Department of
Agricultural Extension

Care lnternational in Thailand

Care International in Thailand

1-ll



月 別 降 雨 玉 串所;チェンマイ

■一
月

年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 la月 1月 2月 3月

I

降雨t
(午)

降雨日数
(早)

1989 0.3 l46.9 33.I 67.9 l50.0 丁0.3 226.9 0.0 0.0 0.0 0.0 12.7 708.) 85
1990 lO.6 239.0 9.8 51.乞 87.1 61.1 78.8 12.3 0.0 0.0 0.(I 0.0 5一9.9 68
l992

0.○ 0.0 0.0
)993 27.一 77.6 61.4 37.8 門.0 104.2 137.6 0.0 0.0 0.7 0.0 150.1 676.8 丁丁

1994 24.3 l6l.3 190.3 lO3.2 1J2.6 128.3 55.4 l6.8 25.2 0.0 0.0 43 851丁 94
平均降雨Jt l5.丁 l56.2 74.4 65.0 l14.2 9l.0 124.7 7.3 6.3 0.】 0.0 33.A 688.2
平均降雨日数 2.5 ]6.0 8.8 lO.5 14.5 I3.3 10.5 1.0 1.5 0.2 0.0 【■】 806
I99l;N.A

1992;故陣(4月-12月)

月 別 降 雨 A 番所;ランバン

;血巾
刀

午
4月 5/弓 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12,F] 1月 2月 3月 降雨暮

(早)
降雨El数

(年)
1989 16.I 305.3 237.0 1JO.3 255.5 1J5.9 l65.8 7.7 0.0 0.0 0.3 24.1 I,298.0 l13
I990 32.7 204.3 l91.I 61.2 156.3 278.6 8丁.8 30.5 0.0 0.0 0.0 EE 10263 EE]
l991 16.3 川2.6 62.1 78.4 325.5 lJ5.1 一2.7 20.5 3.3 8.0 3l.I 0.0

I

880.6 EⅠコ
l992 20.6 朋.1 92.0 186.0 196.I 280.8 l25.3 0.0 79.I 0.0 0.(I 14.0 I,038.0 104
1993 36.9 175.5 82.6 7J.7 l42.2 all.I 50.8 I.1 0.3 0.0 0.0 72.0 957.2 ]05

EEZZ) 25.2 SIT.4 243.7 1丁3.1. 336.2 127.2 37.8 3.3 22.2 0.0 0.0 10.5 l295S EE]
平均降雨J[ 24.6 l98.2 l51.4 Il碁.8 235.3 21J.8 84.2 10.5 l7.5 I.3 5.2 20.丁

E]

),082.6

平均降雨日数 4.3 l5.3 17.0 l9.2 20.7 )8.0 10.丁 2.7 I.5
.0.2

0.5 3.3 Il3.3
Dal&S○tlTCeS;HydTOloByt)iyisi○norR)D

月 平 均 気 温 場所;チェンマイ

単位;℃
月

午 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1989 22.8 23.8 27.3 29.9 29.5 28.8 28.一 28.3 2丁.7 26.7 2一.0 20.7
l990 22.7 24.2 27.3 29.2 28.1 28.6 27.9 28.7 2丁.6 26.9 24.9 22.3

199l 22.I 24.6 28.7 28.0 27.(I 2J.2 22.I

1992 2l.0 22.7 2丁.0 30.3 30.8 30.2 2T.8 27.9 27.5 25.6 23.3 20.9
1993 21.3 22.9 2丁.2 29.I 29.2 29.2 28.9 27.8 2丁.5 26.5 24.7 22.6
I994 23.4 25.丁 27.3 29.5 28.9 28.A 28.】 27.I 2丁.7 26.2 24.2 23.I

平均隼 22.2 23.9 27.4 29.6 29.3 29.0 28.2 27.96 27.6 26.A 2J.2 2l.9

-;不測平均佐;1989-)994の平均値
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Present Land Use of LampanQ Provin(e (1986H2529

L&nd_Use

I. Urh&nAre&

2. ^gricu)tur&] L8nd

^1 Horticu)Lure

A2 0rch&rdB

A3 Perennial Crop息

A4 Field Crops

^5 paddy Field

A6 Shifting Cultiy&tion

A7 P&Sture

3. Forest

4. W&terBody

5. Mi8Cell&neous Land

Tot&l (1-6)

I (HA)=(R8i)×0.16

D8t& Source : OLD

(R&i) +(H&)

175.433 28.069

1.667.448 25O.m

2.863 458

33.181 5.309

46.ら66 7.451

355.144 66.919

679.336 1 08.694

449.481 71.917

278 44

5.706,811 91M90

26.605 i.2B1

367.429 5…

7.833.726 1.253.397

Percentage

72.8%

0.3%

4.7%

100%

presentLandUseofLarn hunProvin(e 1979 2522

Land-U Be

1. Urb&n^re8

2. Agricultt)r81 Land

AI Horticulture

A2 0rch&rdB

A4 Field Crops

^6 Paddy Field

3: Forest

4. W&terBody

6. Mi8Cell&neou8 L&nd

6. Royal KingProject

Tot81 (I-6)

+
(HA)I(R?i)XO.16

D&t& Source : OLD

(R&i) +(H A)

71.… li.451

4911898. ‡旦皿辿

S.560 890

64.213 8.674

66.326 10.462

366,800 58.688

乳164.233 346m

&迫巨 星蛙

旦虹主ヱ旦 主且墨江

む迎 旦星皇

2.816.m 邸88

ト14

PercenL8ge

16.9%

0.1%

2.8%

0.2%

loon

Remarks

(100%)

(0.2%)

(2.1%)

(3.0%)

(22.7%)

(43.3%)

(28.7%)

Remarks

(100%)

(1.之%l

(ll.0%)

(13.3%)

(74.5%)
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北部タイランバン県・Rong Kho地区の不法侵入者による焼畑農耕地

同　　　　上
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北部タイチェンマイ県Highland(EL．800－1，000m）に定着したカレン族の農地

同　　　　上
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北部タイ　チェンマイ県Hiqhlandの土壌保全モデル圃場

(DLD Project)
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タイ王国

第2部:農地改革支援データベース

整備計画
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1.調査の経過と背景

農地改革法は1975年に制定され､農地改革室(ALRO)は小作人､土地無し農民に農地を分

配し､彼らをそこに定住させ､所得向上を目指すものである｡農業協同組合省(HOAC)の1

機関として農地改革室(ALRO)が設立され､農地改革事業(ALRP)をとり行っている｡

そのため､農地改革についての必要なデータは､バンコクにあるALROの中央事務所にて

整理保存されている.主なデータは以下の通りであるQ

ー管理情報-

･個人資料

･施設及び機材

･財務資料

･土地台帳

一地図情報-

･地形図(1:50,000,1:10,000,1:4000)

･地勢情報

それぞれの情報の管理は､管理情報については調査計画課(Research and Planning Di-

vision),一方､地形処理情報は農地改革事業課(Land Reform Operations Division)とい

ったそれぞれ異なった部署より行われている｡これらの条件を円滑に対処するためのテやづ

へtl-ス(関連し合うテtt-?を広範囲に収集し整理統合して便利で迅速な対応を可能にするもの)

の再構築が現在必要祝されている｡

2.農地改革の目標と主たる事業概要

農地改革の目的としては､小作人や､土地無し農民等の定住促進,及び所得の向上であ

り､主な活動としては以下のことが挙げられる｡

(1)農地改革地区の境界及び標識の設定

(2)農地の配分

･地籍のための測量および地籍図作成

･土地貸借関係の調査及び区分け

･農地の配分
･ ALRO401登録証の発行
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図-1 ALR･0組織図
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(3)農地改革地区(Land且eform Areas)の改善

･道路の設計施工

･水資源関係施設の設計施工

･営農形態の改善

･農家の社会基盤整備

3.調査の目的及び内容

以上に述べた農地改革は､過去の実績経過をみると､測量及び地籍整理が遅れることが､

直接土地解放地区の確定や所有権移譲の遅れとなっている｡そのことから､効率的且つ性

格な測量､図化技術の導入､及びテ小一タへt1-スの再構築は包括的農地解放を実施する上に於い

て､予め用意しなければならない先決条件であり､そのデータを正確に把握することで営

農形態の改善や､道路や水資源関連施設等の構造物を含めた社会基盤整備の立案が可能と

なる｡従って､本計画の目的には､測量及び図化システム含んだ農地改革及び関連農業開発の

為のテt-一舛小-スの開発応用を図るものである○主たる調査内容は以下の通りである｡

(1)地形処理を含め､これまでに配分された農地及び農家データ､並びに将来増加が

予想される項目を考慮した統一7オームに基いたテ.1一夕へ小一ス再構築､このための現在の管理

されているデータの把握｡

(2)テttづへtl-ス作成システム及び検索等の管理システムの再構築及び操作マニュアルの作成｡

(3)中央()ll.ンコク)制御､末端(各県事務所)､関連機関との連結ネットトクシステムの可能性の判

断および再構築｡

(4)個人情報に基づいて行う農家への各種支援サービスシステムの再構築及び操作マニュ

アルの作成｡

(5)現在使用されているコンヒ○ユータ等必要関連機材の把握､及び新たな供給の必要性の検

討｡

(6)チ.I-タへ小-スの作成･管理操作等に係わる指導訓練等

4.調査対象地域

現在制御されているテ'-?は農地改革の対象となる各県の事務所を始め各関連機関より中

央の菅一理事務所(Research and Planning Division)にOFF-LINEで連絡されている｡従って,

調査の対象となる地域机上記の中央管理事務所を始め農地改革に関係する各県の関連機

関となる｡
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5.調査の方法

(1)データベース作成の為の情報､項目の検討

データベース作成の目的は､農地における個人テ小-タ､施設機械テt･一夕､公図等用いて､

道路,水資源の設計計画や､営農計画を立てる場合等に使用する｡ (図-2参照)

また､現在計画しているデータベースの模式図は図-3の通りである｡

･個人資料

･設備､機材関係資料

･財務関係資料

･土地登録事項

･地形図(1:50,000)

(1:10,000)

(1:4,000)

(2)管理システムの構築及び操作マニュアルの検討

現在計画している情報管理システムでは､管理情報システム(HIS)､土地情報システム(LIS)､地形

情報システム(GIS)の3つの柱を軸としている｡ (図-2,3 参照)また､各システムの特徴､

目的は以下の通りである｡

MIS-･個人資料､設備､機材関係資料､財務関係資料､及び土地登録事項を管理す

る組織｡つまり個人の資産(人､資金､施設､土地)管理をテックル型にして集

約及び保存を行う｡

LIS･･･MISで読み込まれた個人ごとのデータを土地主体に整理し,これに地形､

地勢的な情報を加えたデータをテ小シ小タル型に管理する｡

GIS･-LISのデ-夕及び､地積測量図,地形図をに基づいて､施設の設計計画､

営農計画のための情報をテ小シ一夕ル型に管理する｡また,地形図的な情報だけを

管理するのではなく､勾配､植生､地下水位等の解析情報(面積,延長)も取

り扱う｡

上記のシステムが機能的に稼解するためにも操作マニュアルの作成は必要である｡
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図－2　農地改革事業に関わる情報システム



図-3 ALROデータぺ-ズ模式図



(3)ネットワークシステムの構築

計画するテ小づへ◆-スシステムでの中央管理事務所と各関連機関とは主にoff11ineであり､フロ

ツヒ○づ小イスクによって送信される｡従って､将来的には適宜on-1ine化して行くことが望ま

れる｡ (図-3参照)

(4)農家への支援サーヒ､､スシステムの構築及び操作マニュアルの検討

タイ全土の農地改革地区に住む農家の正確な情報を把握することは､適切な農地改革

を行うにおいては重要な要素である｡そのためにも､個人データの源となる各農家の記

入漏れ､ミスの生じないような操作マニュアルの作成が必要となる｡

(5)必要関連機材の検討

ALROに現在設置されている､または今後設置する予定の情報管理機蕃は以下の通

りである｡ く図-5参照)

(a)MI S

(ア)既存の機器

1)コンヒ○ユータシステム

･ミニコンヒ○ユータPRIME 2850

･テープ○ドライブo1600BPI

･P6080L ラインフ○リンター

･P5300L マトリクス7oリンクー

2)叩トウェアー

･ORACLE(テ1'タへ小一ス)

(イ)導入予定の機器

1)コンヒ○ユータシステム

･7-クスティション(SUN)

･PC pentium

･PC 80486

･Printer

台

台

台

台

:

引目

口リ
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ー州ノセ1

台

台

台
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図-4 情報の流れ図
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図-5 機材設置状況模式図
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(b)GI S

(ア)既存の機器

1 )コンヒpユータシステム

･PC 80486

･PC 80386

･PC 80286

2)テ○シ小タイサー-

･テ.'シナタイサー- AO

･テttシl'タイサl'-
A1

3)7oロックー(へ○ン7oロット)

･7oロッうト(カト)AO

･フ○ロッタ- Al

4)〃トウェアー

･PC ARC/Ⅰ仰0(地形情報システム) 4セット

･PC DRAGON(リt-トセイシンク小) 1セット

(イ)新たに設置する機材

1)コンヒ○ユータシステム

･ワークスティション(sunクt'ラフイツクワ-クスティション)1台

･スキヤト 1台

2)ソフトウエア｣

･SOLARIS(UNIXの〃トウェアーのための操作システム)

tPC ARC/INFO(地形情報システム)

上記の通り､情報管理の設備はほぼ完備されている｡しかし､来年以降､ Research

and Planning DivisionとLand Reform Operations Divisionの双方で職員を10名づつ

増やす計画があるため､それらに対応するためのいくつかの機材の補給､及び操作管理

技術の指導訓練は必要となる｡

(6)データベースの作成､管理操作に係わる指導訓練

今回のデータベースの作成の上で大きな問題は､新しく導入するワークスティションを用いて､

MISとGISを1つのシステムに統合し､包括的､かつ迅速な情報処理を可能にする

ことである｡このためには専門家による管理操作及び維持管理についての教育及び操作

マニュアルの作成が求められる｡
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(7)調査において留意すべき調査項目

(a)システム設計と準備工作

(ア)包括的農地改革の内容を検討し,そのニーズと基礎データ供給可能性を再確認

する｡

(イ)システム設計を行い､デー'夕処理基本原則及びシステム容量を確保するための

新たに必要となる機材について検討を行う｡

(ウ)データベースプラン作成と､そのニーズと基礎データ供給可能性を確認する｡

(c)農地改革の為の資料収集と整理

(ア)現存の土地､小作権､営農形態及び農村社会経済資料の収集

(イ)上記(ア)の資料の現地補充調査

(ウ)収集資料を入力する為の整理

(d)データ･ベース解析及び土地分級と評価
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6.調査実施計画

(1)調査計画の概要

調査の結果､ ALROにおいて要求されている事項は以下の通りである｡

･分配された農地及び農家の個人データに基づくデータベースシステムの再構築

･データシステムの操作及び維持管理マニュアルの作成

･農家のサポート体制の確立及びマニュアルの作成

･データベースの運用上､新たに必要とされる機材の補給

･ALRO職員への機材の設置､操作に関わる技術的指導及び訓練

･各県の事務所とのon-1ine化

(2)調査工程

(1)に示す項目を実施するに当たり､短期計画と長期計画の大きく2つに分けた場合

以下の通りとなる｡ここで短期計画は1年程度､長期計画は3年程度必要と考えられ

る｡

(ア)短期計画

･取り扱うデータの項目仮確定

･システム構築

･必要関連機材の設置

･データベースシステム操作､管理マニュアルの作成
･

ALRO職貞への技術的説明

(イ)長期計画

･必要データ項目の調査及び更新

･システム及び操作､管理マニュアルの更新

･農家への支援サーヒースシステムの構築及び操作マニュアルの検討
･ ALRO職員への技術的指導及び訓練

･各県の事務所とのネットワークシステムの作成
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7.添付資料

(1)調査団貞

(2)調査日程

(樵)三蔵コンサルタンツ 技術第5部 竹内 清二

‖

岩本 郁三

東京支社技術部 長野 浩一

月日 竹内清二 岩本郁三 長野テ告-

NoV.25(土) 名古屋ーBXE 名古屋ーBKK 東京-+BKK

26(日) チーム作業調整 同左 同左

27(月) AM8:00久野打合せ

AM9:00DLD表敬､
打合せ(大梧)

PM14:00ALRO表敬,

同左

PM,DLDカウンター

同左

PM14:00ALRO表敬,

打合せ(長井) パート打合せ 打合せ(長井)

28(火) 現地調査-1(ALRO) 現地調査-2(DLD) (チェンマイへ)同左

29(水) 現地調査-1(ALRO) 現地調査-2(OLD 同左

30(木) 現地調査-1(ALRO) 現地調査-2(DLD (BKKへ)同左
Dec.1(金) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成

ALRO打合せ(調査-3)

DLD打合せ ALRO資料作成

ALRO打合せ(調査-3)

2(土) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成

同左 同左

3(日) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成
同左 同左

4(月) ALRO打合せ DLD打合せ ALRO打合せ

5(火) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成
同左 同左

6(水) AMI)LDへ鞍告､
提出

PMALROへ報告､

提出

同左 同左

同左 同左

7(木) BKKープノンペン BKK-+名古屋 BKK一乗京l
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(3)関係省庁面会者

1. Hr. Sutin Mulphruk

2. Mr. Chanthalak Boo2;aYa-Angool

3. Mr. SuraphoI Phetlon

4. Mr. Wijinn Cholitku1

5. Mr. KaoruNagai

6. Dr. Werachai Narkwiboonwong

7. Mr. Chaiwat Chaiyacupt

8. Mrs. Aree Sawadrueng

9. Mrs. Duangkaew Phokawattana

10. Mr. Prinya Trinate

ll. Mr. AJlek Sidhiserichon

12. Mrs. Panita Satutun

13. Miss. Rapeepan Sriprapoch

14. Miss Sirikul Taebunpakul

Depty Secretary General. A工｡RO

Director, Research a Planning

Division. ALRO

Director, Land Reform Operation

Division′ ALRO

Director. Engineering Division. Al沢o

JICA Expert, Research a Planning Diy.

ALRO

Research a Planning Division, ALRO

Data Processing Section, Research a

Planning Division, ALRO

Data Processing Sect:ion, Research a

Planning Division. Al沢o

Data Processing Section′ Reaseacb 良

Planning Division′ ÅLRO

Data Processing Section, Research &

Planning Division, ALRO

Foreign Cooperation Section, Research a

Planning Division, ALRO

Foreign Cooperation Section, Research a

Planning Division′ ÅLRO

Project Preparation Sub-Section′ ÅLRO

Land Reform Financing division, ALRO
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タイ王国

第3部:タイ湾西部地域農地改革促進

農村総合開発計画調査
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調査地域の位置図
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1.調査の背景

農地改革は､民主化を進めるタイ政府の下､貧富の格差是正､地方の開発促進の主要

な政策の1つとして､その促進マスタープランに基づき1992年から99年までの8年間に約

475万baの農地を配分し､農家の定住促進､所得の向上を目的に､地区内集落の生活環

境の整備や轟概､農道等の農地の整備が協力に推し進められつつある0

Kanchanabri, Ratchaburi, Phetchaburi及びPrachuap Khiri Khanの4県は､大消費地で

経済･交通の拠点であるバンコクに近く､天然資源の豊富なタイ湾と､将来の経済的交流

が期待されるミャンマーに隣接しており,その沿岸部は既に開発の進んでいる東部タイ

地域と比較して将来の開発可能性(工業､エネルギー､観光等)が高い地域である｡

本地填では､農業は､傾斜地形や小雨の立地条件を活かした畑作,果樹栽培が盛んに

営まれており､また､ 94年5月末までに16地域, 263千haの農地改革地区が指定されてい

るが､こうした君まれた立地条件を最大限活用できるよう､地区内の農業農村整備の促

進が不可欠であり､大きな課題となっている｡

2.調査対象地域の概況

2.1地形及び気象状況

1)位置及び地勢

調査対象地域はタイ湾西部のKinchanabri,Ratchaburi,Phetchaburi及び

PrachuapKhiriEhanの4つの県を対象としている.これらの地域は農業生産物の大

消費地であると同時に経済と情報の中心地であるバンコクに隣接し､天然資源の豊

富なタイ湾に面している｡さらに､これらの地域は将来タイ国とミャンマー経済交

流が活発になると想定されるミャンマーの国境にも接している.

この様な状況から､調査対象地域は､農業､工業､エネルギー及び観光開発等か

ら大きな可能性を有していると考えられる｡

調査地域の地形はこれらの地域が山岳部から平野部への移行部に位置するため､

起伏に富んでいる｡また背後の流域は､ミャンマー国境が近いことから浅い｡

2)気象状況

一般にタイ国の気候は3つのタイプに分けられる.即ち､サバナ気候､熱帯モン

スーン気候､及び熱帯降雨森林気候である｡調査対象地域の気候は表_5及び図_2に
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示すように､熱帯モンスーン気候に属し､年間降雨は少なく平均840mm/年である｡

この値は首都パンコタの降雨量の約半分である｡

図-5に示されるように､気候は雨期の5月から10月と乾期の11月から4月までの2つ

の明確な気候に分けられる｡

2.2 調査対象地域

調査地域の農業は,地形が起伏に富んでいること､さらに年間の降雨が

810mm-940mmと比較的少ないこと等から､主に畑作物及び果実等の永年作物の栽

培が主となっている｡さらに､水源施設及び農道等の農業基盤施設､また､生活用

水､学校､病院､農林電化等の農村社会基盤施設の未整備から､農業生産は低く､

農村部の生活環境は悪い状況に置かれている｡

調査地域の農地改革は1977年より農業協同組合農地改革局(ALRO)によって進め

られて､ 1995年7月時点の4つの県での農地改革の実施面積は次表に示すように1,715

千ライ(274千ヘクタール)となっているo

草地改革の進捗状況(1995年7月1

国有地の農地改革 私有地の農地改革

県 別 面積 地区数 実施年 面積 地区数 実施年

K anchanaburi

Ratchaburi

Phetchaburi

('000r&i)

1,554 6 1977194

144 6 197S.91

6 4 1993_94

Prachuap Khiri Ehan 8 3 1993

('00Oh&)

3 1 1977

2 1

計 1,712 19 5 2

症:詳細は表-3及び表-4に示す｡

これらの農地改革地区の問蓮点は以下のように要約される｡

- 森林局等政府機関が所有する農地改革のための地区選定及び配分に長い期間

を要すること

一 藩政及び生活用水のための水源､用･排水路､農道等の農業基盤施設及び農村

電化,交通､病院､村落集会所等の農村社会基盤施設が未整備であること
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-すでに建設されている小規模貯水池及び揚水機が有効に活用されていないこ

と

一丘陵地に適した土地利用及び作付計画が確立していないこと､さらに丘陵地

で土壌がやせている等農業適地でないこと

一 関係政府機関の協調性が無いこと

一農業生産､畜産及び家禽類の飼育､養魚等の農民への農業支援が不備である

こと

一近傍の地区に比べて低い農業生産性,低所得及び厳しい生活環境等不適切な

生活状況であること

図-1-図-4は調査対象地区である4県の農地改革の実施地区を示す｡

3.調査の目的及び開発基本構想

3.1調査の目的

調査の目的は以下のように要約される｡

1)タイ湾西部地域の農地改革事業を促進するため､土地及び水資源､農業､社会

経済､農業及び農業基盤､環境等を含めた総合的な検討を含めた農村開発計画

を策定する｡

2)調査期間を通じ､ ALROスタッフに対する技術移転を行なう｡

3.2 開発基本構想

農地改革地域の厳しい農村生活環境の改善､貧困度の軽減､農村社会の安定等を

図るため､以下に述べる内容を開発の基本構想とする｡

一農業基盤施設の整備により農業生産の拡大と安定を図り､農家所得を高め､

雇用の創出を行なう｡

-農地改革地区の農村社会基盤施設の整備を図り,農村開発計画の促進を行な

う｡

上述の開発基本構想を実現させるため､以下の内容の調査､検討を行なう｡

-調査対象地区内及びその周辺の利用可能な小規模水資源開発とその利用方

法,さらに作物生産､漁業及び畜産等による農業生産の増大
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- 調査対象地区内の農村部と都市部の所得格差の是正

一適正な土地利用計画､作付計画,小規模農村工業の導入により農村部の開発

手法の検討

一小規模農村工業の導入により農村部住民の雇用の創出の拡大

一農村部の自然状況と調和のとれた生活環境の設定とゆとりのある農村社会の

創出

一低所得層､婦人､若者等に対する雇用機会の創出方法､並びに地区の活性化

のために住民の積極的な参加

一農地改革事業を推進し､維持･運営するため､ ALRO及び農民グループ組織の

適切な強化と設立

4.調査実施計画

4.1調査書十画の概要

調査は以下に述べる段階で実施する｡

ステージⅠ:

ステージⅡ:

ステージⅢ:

資料収集､関連調査のレビュー､開発基本計画の策定

(マスタープラン)､モデル地区として優先開発地区(代表モデ

ル地区)の選定

優先開発地区(代表モデル地区)の地形図(縮尺1/5,000)の作成

優先開発地区(代表モデル地区)のフィージビリティー･スタ

ディーの実施とマスタープランの最終策定

4.2 ステージⅠ :マスタープラン調査

マスタープラン調査は､水資源開発､農業開発､農村社会経済､農業及び農村社

会基盤施設､現場等による農村開発のための開発基本構想の策定を行なう｡また､

優先開発地区(代表モデル地区)の選定と開発ガイドラインの作成｡

このため､以下に述べる調査､検討を農業協同組合省の関連部局の協力により実

施する｡

1)資料の収集とレビュー

現地の把撞と事業計画策定のために必要な資料の収集と分析を行なう｡
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2)現地の問題点の把握と開発ポテンシャルの解明

_ 土地及び水資源

● 地表水並びに地下水の開発ポテンシャルの分析のため､水文･気象資料の

収集と解析

● 現地の土地利用,土壌､土壌保全､土壌分敏等の検討

一 藩政･排水

● 小規模河川及び支流のインベントリー調査

● 既存の藩政･排水システム及び施設のインベントリー調査

● 現地の藩政･排水システムの改修の必要性の検討

● 新規藩政開発計画地区の検討

● 少ない降雨特性を考慮し､水源の節約のための最適な藩蔵方法の検討

● 建設資機材調査

● 計画藩政･排水施設の概略設計

一社会･経済
● 人口及び雇用状況調査

● 農家所得及び支出の分析

● 農村住民の生活環境.並びに農家経済状況の検討

● 農村住民の要望調査

一 農業､畜産及び漁業

● 現地作付体系､作物生産及び営農栽培状況調査

● 現地の畜産及び漁業状況調査

● 農業の機械化の現状と作物の収穫後処理並びに加工状況調査

● 現地の農産物販売t流通状況調査

● 農業支援サービス状況調査

● 小規模農産加エの可能性調査

一 教育並びに保健･衛生

● 教育関連施設並びに教科の状況調査

● 主な病気とその発生原因の調査

● 保健･衛生施設の状況調査

_ 農村環境

● 森林破壊及び土壌浸食状況調査

● 小規模藩政施設の建設の伴う環境影響調査
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● 事業計画の実施に伴う周辺環境への影響を最小限にとどめるための検討と

勧告

3)開発基本計画の策定

4)優先開発地区(代表モデル地区)の選定とその開発コンポーネントの検討

4.3 ステージⅠⅠ:地形図作成

代表モデル地区に対する地形図を実測により作成する｡地形図の縮尺は1/5,000と

し､ 0.5mの等高線入りとする｡

4.4 ステージⅡⅠ:フィージビリティー調査

1)優先開発地区のフィージビリティー調査の実施

マスタープランで設定された開発計画の基本方針,作業内容に基づいて､以下の

内容からなるフィージビリティー調査を行なう.即ち､開発計画の策定､施設計

画､積算､事業評価並びに事業実施計画である｡このため､以下の調査･検討を行

なう｡

一資料及び情報の補足収集

フィージビリティー･スタディーを実施するため､代表モデル地区周辺の関連

資料を補足的に収集する｡さらに､必要に応じ主要施設計画サイトの地形図

を作成する｡

_ 開発計画の策定

各開発コンポーネントに対する部門別開発計画を策定する.この中には､事

業計画の妥当性､維持管理体制､事業費等を含むものとする｡開発計画の策

定に当たっては,地区の特性､開発技術の適応性､農村社会能力等を十分考

慮するよう配慮する｡

一施設の設計､レイアウト

現地の実状を十分に考慮し,施設の設計,レイアウトを行なう｡また､事業

による便益及び事業費についても算出する｡

一 雄持管理計画の策定

事業施設の維持管理計画を策定し,人件費､運転経費､機器類､資機材等よ

りなる稚持管理費の算出を行なう｡
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一 事業実施計画の策定

以下の内容からなる事業実施計画を策定する｡

● 現地の実状に合った工事建設計画

● 事業実施機関の概走

● 農民の要望､農民並びに民間部門の参加の程度等についての検討

● 事業を実施するためのトレーニングの内容と範囲､並びにコンサルティン

グ･サービスに対する勧告

一 経済及び財務分析

事業計画に対する経済及び財務分析を行なう｡また､種々のケースを考慮し

て事業計画の感応度分析も行なう｡さらに,代表農家ごとの農家経済分析に

ついても合せ行なうこととする｡

2)マスタープランの最終化

ステージⅠ-Ⅲの調査検討結果を踏まえ､マスタープラン調査結果を最終的にと

りまとめる｡

4.5 要具計画

以上に述べた各ステージごとの各調査､検討を行なうためには､以下の要員が必

要と考えられる｡

_ チーム･リーダー

ー 藩政･排水

一 気象･水文

一 土壌及び土地利用

一 首農

一 農産加工及び淀通･販売

_ 農業経済

一施設設計(農業基盤施設)

一施設設計(農村社会基盤施設)
_ 環境

一 測量

4.6 総合所見

タイ国の第7次国家経済･社会開発計画(1992-1996)において､農村と都市住民の

生活格差是正のため､農業の再編成及び工業の地方への分散化があげられており､
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農業の再編成及び準農地の向上化に伴い,農地改革局には他官庁より草農地が移管

され,農地化及び自作農育成のための農地の配分が課せられている｡

この様な状況のもとで､タイ滞西部に位置するKanchanaburi､ Ratchaburi､

Phethchaburi､及びPrachuapKhiriEhauの農地改革地区は､首都バンコクに近い

にもかかわらず､その生活環境は非常に厳しい状況に置かれている｡従って､上記

目標達成のためには､これらの地区の農村環境整備が緊急の課題である｡
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Table-1 Gross National Products at 1988 Prices by Industrial sector
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Table-3 Inplemented Land Ref om Areas up to April 1995(Public)(1)

Province.

Name of Areas

Kanchanaburi
~~1. L弧d reserved for Military

Purposes

2. Don Salap-Lao Khwan Forest

3. Nong Ri Forest

4. Huai khayeng Forest

5. Nong Rong Forest

6. Chat Yai and Kgao Borac

Forest (Plot 2)

Sロb-Total

Ratchabur i

1. Yang-Dan Thap Tako Forest

2. Bung Chom Bung Common Use

Land

3. Mac Nan Pha Chi(Left
Forest(Sonta Dev. Pro

4. Mac Nan Pha Chi(Left

a

e

a

8
.
｢
J
B

nk

t

k

C

n

Forest Classified Land

5. Tambon Pa Wa主 and Ta血on

Tha Khoei Common Use Land

for Feeding Cattle

6. Mae NaJn Pha Chi(Left Bank)
Forest (No.85)

Sub-Total

Pbetchaburi

1. Yang Forest

2. Pak †hale Forest

3. Ban Laem Forest

4. Huai Pong-Ngam Forest

Sub一丁otal

PrachuaT) Xhiri Khan

1. ⅣongトⅩeng Common Use Land

2. Khao Chaiyarat and Khlong

Forest

3. Phu NaLn 又hem Forest

Sub-Total

Total

District/
Sub-District

Muang

A.A. Dan MakhaJn Via

Sa主 Yok

Lao Khwan

Bo Phloi

冗.A. Nong Pru

Si Sawat

Thong Pha Phu皿

Thong Pha Pbu皿

Phanu皿 Thuan

Tha Huang

Bo Phloi

Si Sawat

Thong Pha PhuJn

Cbom Bung

Chom Bung

Chom Bung

Suan Phuang

Suan Phuang

Chom Bung

Sllan Phung

Tha Yang

Ban Laem

Ban Laem

でha Yang

Cha-AJn

Pram Buri

Bang Saphan

Bang Sashan

Date of
Area Declaration

(rai)

507′516

535′239

403,375

26,290

20,150

3.725

57′475

1.553.770

81′369

900

7′600

5.950

6.979

41′225

t44′023

3,280

1.375

3.125

L_ヱ旦旦

1)ll.825

Data source,' Agricultural Land reform Office (ALRO)

3-13

16- 5-1977

16- 5-1977

16- 5-1977

28- 7-1988

28- 7-1988

28- 7-1988

21-12-1993

21-12-1993

20- 6-1994

21-12-1993

20- 6-1994

28-07-1988

21-12-1988

21-12-1988

17-08-1978

17-08-1978

17-08-1978

19-06-1991

19-06-1991

17-08-1978

19-06-1991

12-23-1993
2-12-1994

2-12-1994

2-12-1994

2-12-1994

28-05-1993

1-ll-1993



Table-4 Implemented Land Reform Areas up to April 1995(Private)(2)

Province
District/
Sub-District

Purchased Hire Pur⊂base Rent

Land Contract Area Contract

(血) (ra主) (raり

Date
of

Declaration

1･ Kanchanaburi Muang 4.742 - ( - ) 2,673(252) 16- 5-1977

2･ Ratchaburi l′552 - ( - ) 1′494(146)

Total 5J39i
- = 4.167(398l
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Table- 5 Monthly Rainfall around the Study血ea

Station: Muang J(anchanaburi

Ye町 A r. 1 June July Al. Se t. Oct. Nov､

1989 11.9 82.5 80.2 68.9 92.5 175.9 223.1 49.4

1990 41.3 171.5 38.5 68.3 123.6 97.8 243.6 34.4

Dec. Jan.

0.0 2.1

0.0 0.0

97.6 7.6
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0.0 0.0
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%
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1991 54.4 51.1 50.6 51.1
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1991 45.3 0.0 2.2 40.4 57.8 85.3 110.4

1992 0.0 65.5 150.6 110.6 202.5 111.4 314.4

1993 18.1 188.3 163.0 13D.4 1Dl.2 278.3 252.4

1994 0.0 203.8 114.8 90.4 70.4 190.2 63.1

e 12.3 101.5 92.4 92.1 93.4 152.8 188.4
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2
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6

8

0
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0
oO

1

1

(血it :m)
Rai ny

血nual Day

520. 9

360.8

997.7

1.233.6

784. 9

779.6

1

6

7

…

7

9

7

7

Station: Pbetcbaburi

Year APT.

1989 0.0

1g90 29.0

1991 49. 5

1992 3.1

1993 53. 1

1994 0.0

辿｣___班_
94.8 87.4 32.9 157.7 87.1 426.5 109.3

ZO4.3 24.9 54.0 45.7 114.9 193.8 129.0

73.9 6.1 15.7 187.7 117.9

_317.0
29.3

39.8 40.1
･60.9 118.i

144.9 599.7 7.8

109.9 181.7 33.3 147.6 238.3 257.3 0.8

194.2 85.4 43.3 68.1 316.6 62.1 0.0

(unit :mn)
Rai ny

e 22.5 119.5 70.9 40.0 12ロ.8 170.0 309.4 46.0

Dec. Jan. Feb. Mar. Annual

0.0 0.D 0.D

0.0 0.0 0.0

ll.5 0.0 48.3

9.2 0.0 0.0

0.4 0.0 0.0

0.0 15.7 0.6

3.5 2.6 8.2

0.0 995.7

0.0 795.6

0.0 856.9

55.4 1.079.0

83.6 1.1O6.0

0.0 786.0

41

44

51

94

57

46

23.2 936.5 55.5

Station: Prachuap JQliri Khan

l■ear Ar･ ^ y June

_迦止_也__1989 51.4 56.7 57.0 100.0 49.1

1990 84.2 67.2 42.5 23.5 73.2

1991 96.9 190.6 46.8 111.6 127.4

塾2t･. Oct. No＼･.

60.8 440.4 259.5

65.4 173.2 133.0

74.5 539.1 &0.1

40.6 243.5 2D.3

14.6 240.9 10.8

19g2 0. 0

1993 24. 0

1994 21.1

e 46.3

19.6 67.6 185.5 68.2

99.9 49.4 28.1 68.2

74.2 93.0 165.7 156.9 61.4 83.2 0.0

84.7 59.4 102.4 90.5 52.9 286.7 84.0

Dec. Jan. Feb. Mar. Annual

V一山怒

0.2 15.0 24.8 13.51.128.4 114

2.0 0.4 49.0 5.0 718.6 101

1.0 22.9 31.4 0.01.322.3 112

5.9 98.4 D.0 81.0 828.6 125

0.1 0.0 9.5 257.4 8D2.9 97

I.9 122.2 0.2 8.3 788.1 100

1.9 42.8 19.2 60.9 93l.5 108.2
Data source: Royal I汀igation Department (RID)
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RATCHABURZ PROVINCIAL LAND REFORM AREA
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5.添付資料

5.1調査団貞

竹内 精二 (樵)三麻コンサルタンツ 技術第5部理事

岩本 郁三 (樵)三宿コンサルタンツ 技術第5部顧問

長野 洛- (秩)三蔵コンサルタンツ 東京支社,技術部

5.2 調査日程

調査案件: タイ湾西部地域農地改革促進農村稔合間発計画調査(調査-1)

(The Feasibility Study for Rural Development and
Acceleration of

AgriculturalLand Reformalongwith the Western Gulf of Thailand),

ALRO

北部タイ土地資源評価及び農地開発計画(調査-2)

(Land Resources Appraisaland AgriculturalLand Development Project in

the Northern Thailand),. DLD

農地改革支援データ-ペース整備計画(調査-3)

(Database Construction ProJ'ect fわr Management of AgriculturalLand

Reforn in Thailand)

月日 竹内清二 岩本郁三 長野i告-

NoV.25(土) 名古屋-◆BKE 名古屋ーBKE 東京ーBKK

26(日) チーム作業調整 同左 同左

27(月) AM8:00久野打合せ

AM9:00DLI)表敬､

打合せ(大梧)

PM14:00ALRO表敬､

同左

PM,DLDカウンター

同左

PM14:00ALRO表敬､

打合せ(長井) パート打合せ 打合せ(長井)

28(火) 現地調査-1(ALRO) 現地調査-2(OLD) (チェンマイヘ)同左

29(水) 現地調査-1(ALRO) 現地調査-2(DLD 同左

30(木) 現埠調査-1(ALRO) 現地調査-2(DLD (BEKヘ)同左

Dec.1(金) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成

ALRO打合せ(調査-3)

DLD打合せ ALRO資料作成

ALRO打合せ(調査-3)

2(土) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成

同左 同左

3(日) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成

同左 同左

4(月) ALRO打合せ DLD打合せ ALRO打合せ

5(火) 調査結果取りまとめ

及び要請書作成

同左 同左

6(水) AMDLDへ報告,
提出

PMALRO-報告､

提出

同左 同左

同左 同左

7(木) BKKープノンペン BKK-+名古屋 BKK-◆東京
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5.3 関係省庁面会者及び収集資料リスト

1)関係省庁面会者

1. Mr. SutinMulphruk

2. Mr. Chanthalak Boozaya-Ang001

3. MrL Wi3inn Cholitkn1

4. Mr. SuraphoI Phetlom

5. Mr. Somebal Takrud

6. Mr. Th&mrongsak Tharawanich

7. Mr. Sonboon Kwaengsopa

8. Mr. KaoruNaga1

9. Dr. Weracbai Narkwib00nwong

lO. Mr. Preeeba Cboenaken

ll. Mr. Chaiwat Chaiyacupt

12. Mr. Prinya Trinate

13. Mrs. Panita Satut.um

14. Mr. ChaiyⅥtb Poopbow

15. Mr. Teeravat Vidbayasilp

16. Miss Rapeepan Sriprapoch

17. Miss Sirikul Taebunpakul

18. Mrs. Sunun Phochanapan

19. Miss. NoppornJanevinitshai

20. Mr. Pbyoungsak Sayawongse

Deputy Secretary General, ALRO

Director, Research & Planning Division,

ALRO

Director, Engineering Division, ALRO

Director, Land Reform Operation Division,

ALRO

Director, Kanchanaburi AIJRO OLrlCe

Director, Phetchaburi ALRO OLrice

Director, Ratchaburi ALRO OfrlCe

JICA Expert, Research & Planning Div.

ALRO

Research & Planning Division, ALRO

Deputy Director, Kanchanaburi ALRO

OfrlCe

Data Processing Section, Research &

Plamig Division, AIJRO

Data Processing Section, Research &

Planning Division, ALRO

Foreign C00peration Section, Search &

Planning Division, ALRO

Civil Engineer, Engineering Division,

ALSO

Civil Engineer, Engineering Division,

ALRO

Prq'ect preparation Sub-Section, ALRO

Land Reform Financing Division, ALRO

ProJ'ect preparation Sub-Section, ALRO

Secretary ,

Chief, Cooperative Demonstration Center,

Ratebburi Pro vinee
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2)収集資料リスト

図 面

1･地形図(Changwat Tavoy, Hua fIin, Nakhon Pathom, Suphanburi and Prachuap

KhiriKhan,縮尺1/250,000)

2. Map showing Land Reform Area, Changwat Kanchanaburi, (縮尺1/ 400,000)

3. Map showing Land Reform Area, Changwat Ratchaburi (縮尺1/200,000)

4･ Map showing Land Reform Area, Changwat Phetchaburi(縮尺1/200,000)

5･ Map showing Land Reform Area, Changwat Prachuap Khiri Khan (縮尺1/350,000)

6･ IJOCation ofSmal1-Reservoir in Ch8ngWat Ratchaburi (縮尺1/50,000)

琴計資料

7.タイ圏経済概況(1994/95)､バンコタ日本人商工会議所

8･ Agricultural Statistics ofThai1and, Crop Year 1993/94

報告書

9. Summary of Land ReforninKanchanaburi Province, 1990, ALRO

IO. Summary of Land Reform in Kanchanaburi Province, 1990, ALRO

ll. Summary of Land Reform in Ratchaburi Province, 1995 and 1996, ALRO

12･ Land Allotment Project at Ban Pong Era Ting, TamboI BanBuan, Amphoe Suan

Pueng

13. Summary of Land ReforminPhetchaburi Province, 1995, ALRO

資 料

14. Selected Data on Land Reform Areas, 1993, AI.RO

15. Selected I)ata on Land Reform Areas, 1995, ALRO

161 IntegTated AgriculturalDevelopment Projects at HuaiTien Reservoir, Tambon

Nong Sone, Amphoe Leo Khwan, Changwat Kanchanaburi

171 StatisticalBulletinNo. 1095, Crop Year1992/93 in Changwat Kanchanaburi

18･ StatisticalBulletin No.2104, Crop Year 1994/95 in Changwat Kanchanaburi,

ALRO

19･ Survey of Socio-Economic Conditions, Crop Year 1994/95inChangwat Ratchaburi

20･ Summary of AgriculturalEconomic Conditions, Crop Year 1979/80 in Changwat

Phetcbaburi, ALRO

21･ Summary Socio-Economic Conditions, Crop Year 1993/94inChangwat Prachuap

Khiri Khan

22･ Back-to-OfrlCe Report, prepared by Kaoru Nagai, 1994

23･ An Introduction to Agricultural Land Reform in Thailand, 1988 and 1992, ALRO
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Nong Ya Plong Dist
Tambon Tatakeo, Bang Samruang
CommnunityCenterでの聞取り、メンバー50家族

政府は30,000バーツ支援、住民は賦役で提供

Community Center での機織り
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100ライの農地の全景。自分で小型の揚水機を購入し、灌漑を行なっている。作物は豆類。0

-
Ⅱ
-
・



PaYang-Dan Tab地区で見た畑栽培地区（インゲン豆を栽培している）・
BAAC Agricultural Extensionより援助を受けている。

(Bang Tunga Tin)

ホウレン草の栽培。生産された農産物はバンコクへ出荷。業者がトラッ

クをもって集荷に来ている。農民の組織は無くCP（一つの大きな個人会

社）へ出荷している。

．-Ⅲ-ト◆



地区内で見たMixed farm．(家族4人の農家所有）

Poultryの有機物を十分入れたアスパラガスの栽培。生産性は非常に高

い。ニワトリを12,0000羽飼っている。農地はALROから8.0ライを受け、

個人で購入した分と合わせて全部で60ライ所有している。

WANDONG地区へKuwaiYai川からポンプで揚水し、送水しているコ

ンクリートライニング水路。DEDPが建設したが、残り1．0kmが未施工

のため送水をした事がない。水路は盛土である.
○

一
哩-
Ⅳ
-
V
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一
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カンボディア王国

第4部:バイコ地域農業総合開発計画
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バイコ地域農業総合開発計画一般図
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バイコ地域農業総合開発計画

1.調査の経緯･背景

カンボディア国は国家の復興と再建を緊急の課題として､ 『カンボディア国家復興開発計画』

(1994-95)及び社会経済復興計画(1994-95)を策定し､更に,これらの成果を引き継いで

1 9 9 6年2月第一次社会経済開発計画(1996-2000)を策定した｡●現在､国際社会からの支

援を受けつつ､同計画を実施中である｡この開発計画での具体的開発目標は以下の通りである｡

- 2004年迄に1994年レベルの国内総生産(GDP)を倍増し､ 『カ』国における農

業,工業､観光の開発可能性を最大限に発揮させる｡

- 1 0年以内に全国民が平和な生活と生活水準の大幅な改善を享受できるように,保健,衛

生､教育､社会サービスを全国民に拡大する｡

- 『カ』国政府の開発の優先事項として,地方開発を推進し地方住民の生活水準を大幅に改

善する｡

一 社会経済､政治,及び環境に対して開発が持続可能であることを保証する｡

国内の自立､自助を促進し､現在の海外からの資金的､技術的な支援に対する依存を低減

していく｡

又､農業セクターに於ける開発目標として､以下の3点を掲げている｡

- 米の生産や二次的食糧作物の生産拡大を通じて,食塩の安定的供給を確保する｡

一 農産物の輸出を通じて､経済成長と外貨獲得に貢献する｡

一

作物生産の多様化を図ることにより､農家の収入機会を改善する｡

基本的には豊かな土地資源と水資源を活用した農業の再建に高い優先度を置き､これにより国

.民の大多数が生活する農村の生活水準を引き上げ､ひいては経済の発展､国内自立､対外依存か
らの脱却を果たす事を目標としている｡
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カンボディア国では農業セクターが同国のGDPの48% (1993年)を占め､国民の85%が

農業に携わっている｡もともとカンボディアは水稲に適した自然環境を有することから米の輸出

国であったが､その後の内戦により耕地が荒廃し､農業従事者も激減したため､ 1979年には米

の年間生産量は農盛期の約1 /5以下の54万トンにまで落ち込んだ｡その後､政権の安定ととも

に,しだいに生産性を回復し､現在では年間2 20-2 30万トンまでに増加してきている｡しか

しながら､同国の食糧自給に必要とされる年間2 4 0-2 5 0万トンに対しては2 0万トン程度が不

足しており,タイ国等からの輸入によりこの不足分を賄っている｡

調査対象地域のスパイリエン州バイコ地区はカンボディア国の東端に位置し､ベトナムヘ通じ

る国道1号線の上下流に広がる天水依存の平坦な水田地帯である｡当地域はメコン河の恩恵に浴

しておらず､バイコ川と夕･テ川が唯一の用水源であるが乾期には､これらの川は枯渇する｡ 2

4年間に渡る内戦のために社会基盤施設や農業基盤施設は殆ど整備されておらず､農業及び農村

を取り巻く環境には厳しい状況にある｡

1994年にカンボディアメコン委員会が実施した同州の既存の濯概システムのインヴエントリ

ー結果によると,同地区においてはわずかに雨期作243ha,乾期作315haの収穫高しか報告

されていない｡これらの濯概システムを改修すれば雨期作4,735ha,乾期作3,380haが可能と

推定されている｡このため,農業省は同地域の農業生産の向上と安定を図るために,用水源の確

保と農業基盤施設の改善を早急に実施する必要性に迫られている｡

2.調査対象地区の概要

a.地形･地質

調査対象地域の標高は3m- 1 5皿で平均で約5mの平坦な地形である｡主な河川は地域内を

北西から南東に流れる夕･テ川とバイコ川である｡夕･テ川はベトナムに流下してからは､サイ

ゴン川とよばれている干潮河川である｡又､バイコ川はスパイリエン市上流でスパイリエン川と

なり､雨期には同市周辺の数千haが毎年の洪水により湛水被害を生じている｡平野部の殆どは

シルトや粘土からなる古生沖積層であるが,耕地に適さないラテライト層が一部に認められる｡

一般的に表土は柔らかく透水性は低い｡

b.気象･水文

1 9 6 5年に気象局で公表されたスパイリエン市の気象観測データは以下の通りであるが,河

川の水位や流量の観測データは皆無である｡
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･気温(℃) :最高気温､ 24年間平均､ 最低気温､ 15年間平均

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

最高 31.7 33.4 34.9 35.2 35.5 32.4 31.7 31.6 30.8 30.7 30.6 31.1 32.5

最低 20.9 21.5 23.0 24.3 24.7 24.4 24.2 24.4 24.4 24.3 23.5 21.7 23.4

･相対湿度(%)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

平均 74.6 72.3 72.5 75.0 82.4 84.4 84.7 84.4 86.6 86.1 82.4 78.5 80.3

･蒸発散量(rrm) (1931-60)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

平均 117.8 l28.3 155.0 135.0 93.0 84.0 80.6 83.7 72.0 71.3 90.0 111.6 1,222.3

･降雨量(m) (1917-63)

1月 2月
_3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

平均 12.7 8.0 32.3 113.1 188.2 199.5 195.5 177.6 271.6 332.9 190.6 56.1 1,778.1

c.人口

スパイリエン州の人口は2 1州の内､ 11番目の約44万人(1994年)であり､年人口増加率

は3.26% と全国平均の3.0%よりも高い｡

d.農業の現況

6カ月の作付け期間を要する在来種の雨期稲作が一般的であり通常6月に作付けを開始する｡

乾期稲作は4カ月の期間が必要でありIR改良種を1 2月に作付けしている｡一部の地区ではIR

改良種による2期作も行われている｡しかしながら､乾期の水源不足により､乾期作や2期作の

作付け面積は非常に少ない｡野菜や果実の栽培は町や村落の近辺で行われているが,栽培面積が

非常に限られているのが現状である｡
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e.地形図

カンボディア国では以下の地形図があり,市場で簡単に入手可能である｡しかしながら､ 1980

年代にべトナムにより作成されたもので古く充分に活用できないので､本計画では1万分の1程

度の地形図作成が不可欠である｡

肝存の地形図の種類

縮尺 : 5万分の1

: 10万分の1

3.調査実施計画

1980年代作成

5万分の1図を縮小したもの

50万,百万分の1 1984年作成

現在,メコン河の雨期の水源は,その約25%をトンレサップ川流域で使用しているが,残り

の75%はメコン川及びバサック川によりベトナムを通って東シナ海へ放流されている｡バイコ

地区はメコン河の流域外にあるため､主たる用水渡はなく､乾期の用水不足は深刻な問題となっ

ている｡このため､メコン河のトンレ･トイ地点からメコン河の水を分水し､約35,000haの

濯概を行い､農業生産の拡大と農村地域の生活環境の改善を図ることを目的とする｡

主な計画内容は以下の通りである｡

一最適な導水路路線及び規模の検討

一主要取水地点での水配分計画の策定

一主要取水施設構造物の設計

-バイコ地区農業開発計画の策定

4.稔合所見

バイコ地区の農業総合開発計画はカンボディア国にとって､古くからの懸案事項であり､本

事業の導水路計画及び主要取水地点での水配分計画はへン･サムリン政権下の1988年にフラ

ンスにより概略の計画が実施されている｡又､第一次社会経済開発計画でも述べられているよう

に,農業セクターに於ける食塩の生産拡大及び農村地域の生活環境の改善を大きな目標と掲げて

いる｡以上のことより､当地域の農業開発計画の早急の実施はカンボディア政府にとって優先度

の高いものである｡
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5.添付資料

(1)調査団員

(株)三蕗コンサルタンツ 技術第5部 竹内清二

(2)調査日程

1995年12月 7日(木)

8日(金)

9日(土)

10日(日)

11日(月)

12日(火)

13日(水)

14日(木)

15日(金)

(3)面接者

塚本 重光

川合 尚

久保 清明

Mr. Um Kean Hor

Mr, Ith N∝1y

Mr. ChangTong Yves

Mr. Veng Sakhon

Mr. Bun Hean

タイ(バンコク) -カンボディア(プノンペン)

大使館､農業省水利局表敬並びに打ち合わせ

農業省計画局､協議･打ち合わせ,資料の収集

資料整羊里

バイコ地区現地踏査

現地踏査,資料収集

資料収集及び資料取りまとめ

農業省水利局､大使館に帰国報告

カンボディア(プノンペン)一夕イ(バンコク)

一日本

日本大使館､

JICA専門家

JICA専門家

農林漁業省､

農林漁業省､

農林漁業省､

農林漁業省,

農林漁業省､
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二等書記官

(農業省水利局)

(農業省農業局)

水利局局長

農業局局長

計画局局長

水利局次長

水利局設計課課長



覗 写 盲
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灌漑水路。水路下流には、農民により建設された洪水防御の

堤防が認められる。

潅漑受益畑地における畑作状況。適切な導水施設が建設されれ

ば、乾期の水不足も補える。

＝-Ⅲ-＝＋



水路内で魚を捕る農民。

雨期作の灌漑用のための伝統的手法。クメール語で”SNACH"と呼ばれており、広く

用いられている人力による伝統的灌漑手法である。

-Ⅱ-＿lト
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